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努めます。

環境改善及び汚染予防活動の継続的な体制を確立し、環境経営の

継続的改善を実施します。

環境法令等を遵守し、自律の精神を養い環境の管理の向上に

２．

３．

昇辰電気株式会社　　

制定日：2005年4月1日

改定日：2021年2月1日

４．実行可能な省エネ、省資源、廃棄物の削減に取組みます。

５．環境方針を記したカードを従業員に配布し、周知徹底させます。

代表取締役　　　　　

竹内　和之

環 境 経 営 方 針

　昇辰電気株式会社は、地球環境の自然を大事にし環境保全に努め、

＜環境理念＞

　調和ある社会づくりに貢献します。

１．当社の事業活動全域で資源を大切にし、環境に配慮した活動をします。



【経営理念】

　私たち昇辰電気株式会社は、顧客からの委託製造を通じて社員の
能力開発と生活福祉の向上に努め、会社の発展と一人一人の幸せと
の一致を図りながら、技術、人、知識、結束の全てにおいて各自が
強い信念を持ち、信頼される企業を目指します。
　そして、第一に顧客満足を考え、信頼の得られる商いをし、素直な
心構えと誠実さ、そして独自の技術をもって物作りに取り組みます。

【経営方針】

１．顧客満足の向上に、全社一丸となって取り組みます。

委託製品について品質の高い製品・サービスを顧客に提供します。

２．品質方針を具体的に実行するため、品質目標を設定し、その
　　達成のための活動を行い、検証を行います。
３．関連する法令や社会規範を遵守、徹底し、労働者の権利を尊重
　　します。
４．環境保全活動を推進します。
５．全従業員が、やりがいある風通しの良い明るい職場づくりを
　　めざします。
６．全従業員が、教育・訓練を受講し、一人一人が力量を備えている
　　ことを確実にします。

【品質・環境方針】

昇辰電気株式会社は企業活動において、顧客満足の立場に立ち、

竹内　和之
代表取締役　　　　　

さらに地球温暖化・地球環境保護の重要性を認識し、環境経営方針を
定め社会に貢献します。

昇辰電気株式会社　　

制定日：2019年4月1日

改定日：2022年4月1日



（１） 名称及び代表者名

昇辰電気株式会社

代表取締役　竹内　和之

（２） 所在地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 TEL：044-833-1305

担当者 TEL：055-520-3980

（４） 事業内容

各取引会社からの委託製造

主要製品：㈱京三製作所、菊水エムズ㈱からの委託製造品

（５） 事業の規模

製品出荷額 ５４１，９８万円

（６） 事業年度 ２０２３年１０月～２０２４年９月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 昇辰電気株式会社

本社工場（川崎）

富士河口湖工場

活動： 鉄道信号用制御装置の組立・配線

工作機械の電気設計、ハーネス製作、配線・調整

半導体製造装置の制御部の組立・配線

汎用電源組立・調整

         本社　　　　　　　　　　神奈川県川崎市高津区坂戸３丁目２０番１５号

         富士河口湖工場　　 山梨県南都留郡富士河口湖町小立３８１５

本社工場　　　　　　　 早川　恵太

□組織の概要

富士河口湖工場　　　渡邊樹

本社 富士河口湖工場

延べ床面積 ４７９㎡ １，９２７㎡

従業員　 ３９名 ４７名



役割・責任・権限
経営層 ・環境経営に関する統括責任

昇辰電気株式会社

実施体制図及び役割・責任・権限表

□実施体制

代表者（代表取締役） ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、
　技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境経営の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境経営計画の審議
・環境経営実績の確認・評価

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

課の責任者 ・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚



2024年度 2025年度 2026年度

目標 目標 目標

kg-CO2 34715.52 31675.25 31355.30 31035.35

基準年比 100% 99% 98% 97%

kg-CO2 6949.03 6340.46 6276.41 6212.37

基準年比 100% 99% 98% 97%

kg-CO2 1274.16 1162.57 1150.83 1139.09

基準年比 100% 99% 98% 97%

kg-CO2 59.64 59.64 59.64 59.64

基準年比 100% 基準維持 基準維持 基準維持

kg 2262.04 2063.94 2043.09 2022.24

基準年比 100% 99% 98% 97%

kg 857.00 857.00 857.00 857.00

基準年比 100% 基準維持 基準維持 基準維持

kg 1186.50 1186.50 1186.50 1186.50

基準年比 100% 基準維持 基準維持 基準維持

㎥ 307.00 280.11 277.28 274.46

基準年比 100% 99% 98% 97%

kg 324.00 324.00 324.00 324.00

基準年比 100% 基準維持 基準維持 基準維持

kg 289.00 263.69 261.03 258.36

基準年比 100% 99% 98% 97%

・電力の業者別二酸化炭素排出係数：東京電力エナジーパートナー株式会社　調整後排出係数を使用。

　（二酸化炭素排出係数：0.441）

電力 31,394.79 一般廃棄物 1760.89

項目 単位 項目 単位

二酸化炭素排出量 kg-CO2 廃棄物排出量 kg　又は　㎥

軽油 1,480.40 合計 1760.89

液化石油ガス（LPG） 51.54 水道 323.00

ガソリン 7,018.14 産業廃棄物 0.00

＜目標値＝基準値×係数×基準比　　係数≒0.92＞

基準年度(2023年度)の実働工数を、今期実績で割って係数を算出する。

年度　　
基準値

　　項目

化学物質 182.00

合計 39,944.87 廃油 342.00

38446.44

一般廃棄物の削減
(一般ごみ、段ボール類)

産業廃棄物の管理（廃プラ）

電力の二酸化炭素削減

自動車燃料の二酸化炭素削減
（ガソリン）

自動車燃料の二酸化炭素削減
（軽油）

液化石油ガスの削減（LPG）

合計 kg-CO2

産業廃棄物の管理（金属くず）

合計 kg 4305.54 4107.44 4086.59

42998.35 39237.92 38842.18

・一般廃棄物は委託業者が週２回、回収します。

4065.74

水道水の削減

化学物質の使用量管理

廃油量の削減

□主な環境負荷の実績（本社工場）

□環境経営目標（本社工場）



評価

目標 実績 ○×

kg-CO2 34715.52 31675.25 31394.79

基準年比 100% 99%

kg-CO2 6949.03 6340.46 7018.14

基準年比 100% 99%

kg-CO2 1274.16 1162.57 1480.40

基準年比 100% 99%

kg-CO2 59.64 59.64 51.54

基準年比 100% 基準維持

kg 2262.04 2063.94 1760.89

基準年比 100% 99%

kg 857.00 857.00 0.00

基準年比 100% 基準維持

kg 1186.50 1186.50 0.00

基準年比 100% 基準維持

㎥ 307.00 280.11 323.00

基準年比 100% 99%

kg 324.00 324.00 182.00

基準年比 100% 基準維持

kg 289.00 263.69 342.00

基準年比 100% 99%

・電力の業者別二酸化炭素排出係数：東京電力エナジーパートナー株式会社　調整後排出係数を使用。

　（二酸化炭素排出係数：0.441）

＜自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善＞

・弊社独自の品質マネジメントシステムに従って、品質目標の設定とその実績の記録を実施。

　また、社内及び社外不具合の記録を残し、品質管理の観点より重大と判定される不具合に対しては

　再発防止の対策書の作成及び周知を実施し、改善を図るものとする。

＜目標値＝基準値×係数×基準比　　係数≒0.92＞

基準年度(2023年度)の実働工数を、今期実績で割って係数を算出する。

年度　　
基準値

2024年度

　　項目

kg-CO2 42998.35 39237.92 39944.87 ×

電力の二酸化炭素削減 ○

自動車燃料の二酸化炭素削減
（ガソリン）

×

自動車燃料の二酸化炭素削減
（軽油）

×

□環境経営計画及びその実績（本社工場）

水道水の削減 ×

化学物質の使用量管理 ○

廃油量の削減 ×

合計 kg 4305.54 4107.44 1760.89 ○

一般廃棄物の削減
(一般ごみ、段ボール類)

○

産業廃棄物の管理（廃プラ） ○

産業廃棄物の管理（金属くず） ○

液化石油ガスの削減（LPG） ○

合計



2024年度 2025年度 2026年度

目標 目標 目標

kg-CO2 66055.63 68095.42 68095.42 68095.42

基準年比 100% 99% 99% 99%

kg-CO2 1230.19 1268.18 1268.18 1268.18

基準年比 100% 99% 99% 99%

kg-CO2 15706.94 16191.97 16191.97 16191.97

基準年比 100% 99% 99% 99%

kg-CO2 43265.07 44601.09 44601.09 44601.09

基準年比 100% 99% 99% 99%

kg 5260.20 5422.63 5422.63 5422.63

基準年比 100% 99% 99% 99%

kg 540.00 556.68 556.68 556.68

基準年比 100% 99% 99% 99%

kg 110.00 113.40 113.40 113.40

基準年比 100% 99% 99% 99%

㎥ 1086.00 1119.54 1119.54 1119.54

基準年比 100% 99% 99% 99%

kg 2168.00 2168.00 2168.00 2168.00

基準年比 100% 基準維持 基準維持 基準維持

kg 1200.00 1200.00 1200.00 1200.00

基準年比 100% 基準維持 基準維持 基準維持

・電力の業者別二酸化炭素排出係数：東京電力エナジーパートナー株式会社　調整後排出係数を使用。

　（二酸化炭素排出係数：0.441）

二酸化炭素排出量 kg-CO2 廃棄物排出量 kg　又は　㎥

電力 62,531.60 一般廃棄物 5372.30

項目 単位 項目 単位

軽油 14,710.85 合計 7122.30

ガソリン 1,558.44 産業廃棄物 1750.00

800.00

＜目標値＝基準値×係数×基準比　　係数≒1.04＞

基準年度(2023年度)の実働工数を、今期実績で割って係数を算出する。

液化石油ガス（LPG） 44,263.64 水道 1395.00

化学物質 2442.00

年度　　
基準値

　　項目

電力の二酸化炭素管理

合計 123,064.53 廃油

130156.65 130156.65 130156.65

一般廃棄物の削減
(一般ごみ、段ボール類)

産業廃棄物の管理（廃プラ）

産業廃棄物の管理（金属くず）

自動車燃料の二酸化炭素削減
（ガソリン）

自動車燃料の二酸化炭素削減
（軽油）

液化石油ガスの削減（LPG）

合計 kg-CO2 126257.82

水道水の管理

化学物質の使用量管理

廃油量の削減

合計 kg 5910.20 6092.71 6092.71 6092.71

・一般廃棄物は委託業者が週２回、回収します。

□主な環境負荷の実績（富士河口湖工場）

□環境経営目標（富士河口湖工場）



評価

目標 実績 ○×

kg-CO2 66055.63 68095.42 62531.60

基準年比 100% 99%

kg-CO2 1230.19 1268.18 1558.44

基準年比 100% 99%

kg-CO2 15706.94 16191.97 14710.85

基準年比 100% 99%

kg-CO2 43265.07 44601.09 44263.64

基準年比 100% 99%

kg 5260.20 5422.63 5372.30

基準年比 100% 99%

kg 540.00 556.68 1620.00

基準年比 100% 99%

kg 110.00 113.40 130.00

基準年比 100% 99%

㎥ 1086.00 1119.54 1395.00

基準年比 100% 99%

kg 2168.00 2168.00 2442.00

基準年比 100% 基準維持

kg 1200.00 1200.00 800.00

基準年比 100% 基準維持

・電力の業者別二酸化炭素排出係数：東京電力エナジーパートナー株式会社　調整後排出係数を使用。

　（二酸化炭素排出係数：0.441）

＜自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善＞

・弊社独自の品質マネジメントシステムに従って、品質目標の設定とその実績の記録を実施。

　また、社内及び社外不具合の記録を残し、品質管理の観点より重大と判定される不具合に対しては

　再発防止の対策書の作成及び周知を実施し、改善を図るものとする。

＜目標値＝基準値×係数×基準比　　係数≒1.04＞

基準年度(2023年度)の実働工数を、今期実績で割って係数を算出する。

年度　　
基準値

2024年度

　　項目

kg-CO2 126257.82 130156.65 123064.53 ○

電力の二酸化炭素削減 ○

自動車燃料の二酸化炭素削減
（ガソリン）

×

自動車燃料の二酸化炭素削減
（軽油）

○

□環境経営計画及びその実績（富士河口湖工場）

水道水の管理 ×

化学物質の使用量管理 ×

廃油量の削減 ○

合計 kg 5910.20 6092.71 7122.30 ×

一般廃棄物の削減
(一般ごみ、段ボール類)

○

産業廃棄物の管理（廃プラ） ×

産業廃棄物の管理（金属くず） ×

液化石油ガスの削減（LPG） ○

合計



達成状況 次年度

○

△ 強化

○ 継続

○ 継続

△ 強化

○ 継続

×

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○

△ 強化

○

○ 継続

○ 継続

△ 強化

◎

○ 継続

△ 強化

○ 継続

×

△ 強化

△ 強化

○ 継続

×

△ 強化

△ 強化

・空調温度の適正化（冷房２５℃　暖房２３℃） ２０２４年度実施結果
目標達成
こまめな節電を心掛けるよう指示。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・昼休みの消灯

・不要照明の消灯

・ＯＡ機器の省エネモード設定

・節電の周知

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

電力による二酸化炭素排出量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・効率的なルートで配送 ２０２４年度実施結果
目標未達成
社用車の使用頻度が増加。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・冷房の控えめ使用

・更新時に低燃費車を選択

液化石油ガスによる二酸化炭素排出量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・冷暖房の推奨設定温度 ２０２４年度実施結果
目標達成
推奨設定温度を心掛けるように指示。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

（冷房：２５．０°暖房２３．０°）

一般廃棄物の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・素材別ボックスの設置 ２０２４年度実施結果
目標達成
現状の取り組みを継続する。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・裏紙使用

・古紙のリサイクル化

産業廃棄物の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・素材別ボックスの設置 ２０２４年度実施結果
目標達成
産業廃棄物の排出がなかった。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・リサイクル業者の開拓

・作業ミスによる廃棄量の削減

節水

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・水洗トイレ水量の適正化 ２０２４年度実施結果
目標未達成
通年して使用量が増加している。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・手洗い水量の適正化

・節水シールの貼り付け

廃油量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・使用量の適正化 ２０２４年度実施結果
目標未達成
通年して廃棄量が増加している。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・作業ミスによる使用量増加の抑制

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容（本社工場）



達成状況 次年度

○

△ 強化

○ 継続

○ 継続

△ 強化

△ 強化

△

○ 継続

△ 継続

△ 継続

○

△ 強化

○

○ 継続

○ 強化

△ 強化

×

○ 継続

△ 強化

○ 継続

×

○ 継続

○ 継続

○ 継続

△ 継続

○

○ 継続

○ 継続

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

電力による二酸化炭素排出量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・空調温度の適正化（冷房２６℃　暖房２２℃） ２０２４年度実施結果
目標達成
現状の取り組みを継続する。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・昼休みの消灯

・不要照明の消灯

・ＯＡ機器の省エネモード設定

・節電の周知

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・効率的なルートで配送 ２０２４年度実施結果
目標未達成、客先や本社へ出向する
回数が増加したことが原因と考えられる。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・冷房の控えめ使用

・更新時に低燃費車を選択

液化石油ガスによる二酸化炭素排出量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・冷暖房の推奨設定温度 ２０２４年度実施結果
目標達成
推奨設定温度を心掛けるように指示。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

（冷房：２６．０°暖房２２．０°）

□上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・素材別ボックスの設置 ２０２４年度実施結果
目標未達成
倉庫整理により産廃が増加した。
現状の取り組みで問題ないため継続する。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・リサイクル業者の開拓

・作業ミスによる廃棄量の削減

一般廃棄物の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・素材別ボックスの設置 ２０２４年度実施結果
目標達成
現状の取り組みを継続する。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・裏紙使用

・古紙のリサイクル化

□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容(冨士河口湖工場)

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

廃油量の削減

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・使用量の適正化 ２０２4年度実施結果
目標達成
廃液の回収頻度が3～4程度になり、目安が
付きやすくなった。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・作業ミスによる使用量増加の抑制

節水

・数値目標 □上方修正　　□下方修正　　■基準見直し

・水洗トイレ水量の適正化 ２０２４年度実施結果
目標未達成
現状の取り組みを継続する。
次年度より、新しい目標値を設定する
ものとする。

・手洗い水量の適正化

・節水シールの貼り付け

・冬季注意書きの貼り付け

産業廃棄物の削減

・数値目標



適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃ガラス、廃油等）

フロン排出抑制法 エアコン、冷蔵・冷凍機器

消防法（危険物） 有機溶剤の保管

参考法令・条例

神奈川県生活環境の保全等に関する条例 現、送風機及び空気圧縮機７．５ｋｗ未満で対象外

騒音規制法（第２種区域） 現、送風機及び空気圧縮機７．５ｋｗ未満で対象外

振動規制法（第１種区域のⅡ） 現、送風機及び空気圧縮機７．５ｋｗ未満で対象外

悪臭防止法（１種地域） 事業所全体

自動車NOx・PM法 非該当（ディーゼル車、ガソリン・ＬＰＧ車）

土壌汚染対策法 有機溶剤の保管庫

自動車リサイクル法 営業用乗用車、トラック

家電リサイクル法 エアコン、テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機

化学物質排出把握管理促進法 ＰＲＴＲ制度・ＳＤＳ制度

下水道法 特定施設なし

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

山梨県生活環境保全条例 空気圧縮機　７．５ｋｗ以上

騒音規制法（第２種区域） 空気圧縮機　７．５ｋｗ以上

振動規制法（第１種区域） 空気圧縮機　７．５ｋｗ以上

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃ガラス、廃油等）

フロン排出抑制法 エアコン、冷蔵・冷凍機器

浄化槽法 合併浄化槽

消防法（危険物） 有機溶剤の保管

参考法令・条例

悪臭防止法（Ａ区域） 事業所全体

土壌汚染対策法 有機溶剤の保管庫

自動車リサイクル法 営業用乗用車、トラック

家電リサイクル法 エアコン、テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機

□環境関連法規等の厳守状況（本社工場）

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。（評価日：2024/10/4）

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

□環境関連法規等の厳守状況(冨士河口湖工場)

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

化学物質排出把握管理促進法 ＰＲＴＲ制度・ＳＤＳ制度

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、消防法（危険物）の見直しが必要と判明しました。（評価日：2024/10/4）

是正処置として、危険物（有機溶剤）の保管庫を新設する予定となります。



また、環境に関連する法規において、消防法の危険物の貯蔵について問題が発覚している。

現在、対応中のため、次年度も継続して改善を推し進めるものとする。

□環境活動の紹介

以上

本年度の目標値を達成できなかった項目については、原因が明確でないものは原因調査と対策を

講ずるものとする。

本社及び富士河口湖工場周辺の清掃活動。

一昨年より、実働工数（保有工数）により係数を算出して、目標値が変動するよう見直しを行った。

この手法について妥当性があるかどうか、来年も同様の方法を以って検証を実施するものとする。

□代表者による全体の評価と見直し


